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校区再編の推進について

鳥取市教育委員会教育総務課校区審議室

資料２

（１）未来を担う子どもたちにとって平等で適切な
教育環境の実現を最優先とします。

（２）おおむね20年後の姿を想定し全ての校区で検討組
織の立ち上げを促します。

（３）今後の学校のあり方については地域での責任
ある議論を重視します。

２ 鳥取市立学校適正規模・適正配置基本方針について

・鳥取市全体としての枠組みを決めています。
・個々の学校配置については地域の意見を尊重して
決定していきます。



小学校 中学校 義務教育学校
１校あたりの
学級数

１２～１８
学級

９～１８
学級

９～２７
学級
※

２ 鳥取市立学校適正規模・適正配置基本方針について

組織づくりの
お手伝いをし
ます。

今の世代だけでなくこれ
からの世代のためにも、
学校のあり方を考える会
をつくってはどうかと思
います。地域の方の考え
を聞かせてください。

先延ばしにはできませんね。

既存の組織を活用すべきでは？

中学校区で足並みをそ
ろえてはどうですか。

もう少し、地域の方の理解が
必要ではないでしょうか。

学校のあり方はまちづくりのあり方にも大きく関わるため、
地域の総意で学校のあり方を考えていく必要があります。

３ 検討組織（学校のあり方を考える会）設立について



学校のあり方を考える会
（既存組織の活用を含む）

状 況 立ち上げ済み 立ち上げ検討中
小学校
(全39校） ８校 ２３校

中・義務教育学校
（全17校） １校 ９校

３ 検討組織（学校のあり方を考える会）設立について

※

４ 検討組織設立後の動きについて


